








阪神電鉄西大阪線淀川橋梁架け替えの効果 別紙－１３９，７６０，１０２０（１／２）

※現況の阪神西大阪線は橋脚が多く（川幅の１０％）流水の阻害となっているため、架け替え後として川幅にしめる橋脚の割合を５％に
変更して水位を算定

2.0

7.0

12.0

0.0k 1.0k 2.0k 3.0k 4.0k 5.0k 6.0k 7.0k 8.0k 9.0k 10.0k 11.0k 12.0k 13.0k 14.0k 15.0k 16.0k 17.0k 18.0k 19.0k 20.0k
距離標

標高（O.P.m）

現況堤防高 (左岸)

現況堤防高 (右岸)

計画高水位

計算水位 （現状）

計算水位 （架替後）

阪神電鉄西大阪線
淀川橋梁

細線：現況流下能力10,500m3/s流下時水位

太線：架替後流下能力10,500m3/s流下時水位

4



阪神電鉄西大阪線淀川橋梁架け替えの効果

凡例 現況.dat HWL 水位（現状） 水位（架替）

-60 -30 0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300 330 360 390 420 450 480 510 540 570 600 630 660 690 720 750 780

-2.5

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

▽ 5.20
HWL

淀川 3.0km
（O.P.m）

細線：現況10,500m3/s流下時水位 O.P.+4.0m

太線：架替後10,500m3/s流下時水位 O.P.+3.9m

別紙－１３９，７６０，１０２０（２／２）
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別紙－５３０ 別紙－５４５ 別紙－６８５
琵琶湖水位変化図
※琵琶湖開発事業の利水計画対象期間である大正7年～昭和40年（48年間）について、４０m3/s開発を行った場合の琵琶湖水位を現在の計算プログラムで算出したもの
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宇治1,900m3/s時の水位
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【計算条件】

・宇治川の計画高水決定洪水で

 
あるS47年台風20号型降雨×1．

 
29倍が生起した際の淀川と宇治

 
川の流量比率をもとに、宇治地

 
点が1900m3/sとなる三川合流部

 
の水位を設定し、不等流計算で

 
水位を算定

別紙－５８６

 
（２／２）

O.P.+18.4m
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別紙－７０５ 
 

比奈知ダム・日吉ダムの湛水前後の水質・生物の調査結果の比較 
 

１．比奈知ダム 

（１）水質（BOD） 

「比奈知ダム建設に係る環境影響評価報告書、昭和 57 年 12 月、三重県土木部」において、ダム

供用後の下流河川水質の予測を行っている。予測方法、予測結果及び評価結果の概要を表－１に示

す。 

表－１ 水質予測結果の概要（「比奈知ダム建設に係る環境影響評価報告書（昭和 57年 12月）」より作成） 

予測対象とした水質項目 BOD 

予測方法 

河川水質（BOD75%値）及び流量（低水流量）に基づいて流域内

において河川に流入する汚濁負荷量を推定し、この現況の汚濁負

荷量の流入に対する流況の変化に伴う影響を推定する。 

予測する基準地点 
・比奈知ダム下流地点（青蓮寺川合流前） 

・環境基準地点の家野地点（宇陀川合流後） 

予測結果 
・比奈知ダム下流地点：1.6mg/l（予測当時の現況 1.6mg/l） 

・家野地点：1.9mg/l（予測当時の現況 1.9mg/l） 

 

ダム湛水前後における流入地点、貯水池基準地点（網場）、放流口地点の BOD の値を図－１に示

す。どの地点ともに変動が大きく周期性及び増減傾向はみられない。なお、貯水池表層水の BODが

時折高い値を示しているのは、藻類の発生の影響を受けたものと考えられる。（「比奈知ダムモニタ

リング調査報告書」（平成 14年 3月）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ ダム湛水前後の BOD（「比奈知ダムモニタリング調査報告書」（平成 14年 3月）より） 

 

 

 

（２）生物（魚類） 

魚類の確認種数と特徴的な種の出現状況を表－２に示す。また、優占種の経年変化を図－２に示す。 
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別紙－７０５ 
表-2 魚類の確認種数と特徴的な種の出現（「比奈知ダムモニタリング調査報告書」（平成 14年 3月）より） 
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別紙－７０５ 
 

（２）生物（魚類） 

魚類の種別の個体数の経年比較を表－４～表－６、図－５～図－７に示す。 
 
表－４ ダム湖内で確認されている種の経年変化（魚類）（「平成18年度日吉ダム定期報告書」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
表－５ 流入河川で確認されている種の経年変化（魚類）（「平成18年度日吉ダム定期報告書」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1．表中の個体数は、平成 8年度～平成 13年度で

共通する地点（H8のSt 10及びH9～H12のSt 5とH13

の St 6は同地点）の春季、夏季、秋季調査における捕

獲個体数の合計を示している。 

2．エビ・カニ・貝類以外の魚類で整理を行っている。

（単位：個体数）
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別紙－７０５ 
・優占種の経年的な変化は、ダムの湛水とその後の経過の中で現れている現象であると考えられる

が、直接的な因果関係については不明である。 

・外来種が優占してきているのは、湛水域の拡大によりより定着しやすい環境に変化したことが要

因と考えられる。 

・コイ、ワカサギ、ブルーギル、オオクチバスなどは、放流された個体であると考えられる。また、

ダム湖の出現により、コウライニゴイなどの止水環境に適した魚種が増えたが、徐々に確認種が減

少しており、その直接的な因果関係については不明である。 

２）流入河川 

（イ）生物相の変化 

・魚類全般に確認種数に大きな変化はないものと考えられるが、近年確認されていない種について

は、ダムの影響との直接的な因果関係は不明である。 

・なお、アユ等については、放流により個体群として維持されているものと考えられる。 

（ロ）生息状況の変化 

・湛水直後のオイカワの個体数の急激な減少については、ダムの影響との直接的な因果関係は不明

であるが、平成 10年度以降は、優占する種に大きな変化はなく、安定しているものと考えられる。 

３）下流河川 

（イ）生物相の変化、生息状況の変化 

・流水性の魚類が多いという大まかな傾向に変化はないが、イトモロコなど減少している種も見ら

れる。 

・これらの変化については明確な因果関係等の把握に至っていない。 

「平成18年度日吉ダム定期報告書」より 
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地質縦断図(流入部～) 
９１１―天ヶ瀬ダム再開発 地質縦断図―１ 

別紙－９１１ 
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 -2-

 

地質縦断図(～吐出口) 

９１１―天ヶ瀬ダム再開発 地質縦断図―２ 

別紙－９１１ 
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別紙－９２７，９２８ 

貯水池水質予測モデルの種類について 

 

貯水池水質予測モデルにおける１次元モデルと２次元モデルの特徴は、以下のとおりです。 

項  目 １次元モデル ２次元モデル 

 

 

 

モデルのイメージ 

  

 

内  容 

成層化ダムの鉛直方向の水質変化を表現可能なモデル。但

し、流下方向・横断方向の水質は一様。 

鉛直方向に加え、流下方向の水質変化も表現可能なモデル。但

し、横断方向の水質は一様。 

計算時間 小 大 

必要データ 中 大 

 

適用性 

課題点 

 

・水平方向の水質に大きな差異が見られない小さい湖沼な

どに適用しやすい。 

・計算時間が小さいので、簡易に水質を予測可能。 

・水の流れを解かないので、流動の表現はできない。 

・流下方向に水質が変化するダム貯水池などで適用可能。 

・流下方向・鉛直方向の水の流れを解くので、流動制御の保全

対策を検証可能。 

・計算時間が大きくなる。 
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別紙－９７６

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

淀川下流農業用水
月別平均取水量（m3/s）

（H15～17年平均）
0.500 0.576 0.428 1.416 2.374 3.635 2.777 3.065 2.540 0.990 0.658 0.433
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別紙－９７９
別紙－１０７１

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

淀川下流上水
H13年 月別最大取水量（m3/s）

49.115 48.733 49.214 50.966 51.900 56.330 61.149 57.472 53.582 51.173 50.080 50.148

淀川下流工水
H13年 月別最大取水量（m3/s）

9.485 9.367 9.982 9.802 9.929 10.463 10.895 10.490 11.162 9.998 9.206 9.467

計（m3/s） 58.670 58.100 59.192 60.768 61.829 66.793 72.044 67.962 64.745 61.171 59.286 59.592
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別紙－１０７０
別紙－１０７２

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

淀川下流農業用水
月別最大取水量（m3/s）

（H15～17年平均）
1.002 0.943 0.996 2.574 4.321 4.921 4.711 4.743 4.003 2.445 1.301 0.824
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別紙－１０７８
寝屋川導水実績

年度 項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

運転日数 11 18 18 14 7 21 16 2 18 22 28 29
平成８年度 月導水量（万m3） 299.4 521.8 651.7 355.5 173.3 683.2 405.0 14.8 292.7 543.0 1069.6 1019.0

運転時間（h） 99.6 160.3 191.8 107.2 51.8 197.3 132.7 8.4 145.8 198.2 332.2 326.4
導水量（m3/s） 1.2 1.9 2.5 1.3 0.6 2.6 1.5 0.1 1.1 2.0 4.4 3.8
運転日数 6 20 20 24 27 11 13 4 0 12 14 31

平成９年度 月導水量（万m3） 141.6 795.3 719.8 826.9 852.2 391.3 370.2 146.2 0.0 529.1 538.7 1420.9
運転時間（h） 60.1 227.8 215.1 242.0 268.5 117.3 127.6 41.7 0.0 149.2 152.3 400.2
導水量（m3/s） 0.5 3.0 2.8 3.1 3.2 1.5 1.4 0.6 0.0 2.0 2.2 5.3
運転日数 28 29 27 23 13 10 28 10 1 1 0 4

平成１０年度 月導水量（万m3） 1297.6 1306.0 1188.5 862.0 454.1 348.9 1285.2 388.6 3.2 4.0 0.0 3.7
運転時間（h） 365.4 372.7 334.9 244.0 128.6 98.7 362.1 110.0 1.8 2.3 0.0 3.9
導水量（m3/s） 5.0 4.9 4.6 3.2 1.7 1.3 4.8 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
運転日数 16 21 25 29 20 23 19 1 1 0 3 0

平成１１年度 月導水量（万m3） 699.8 328.9 881.0 1218.8 999.4 849.5 859.3 1.4 1.0 0.0 3.5 0.0
運転時間（h） 198.4 236.7 271.5 396.5 281.7 370.2 242.2 1.0 0.7 0.0 2.9 0.0
導水量（m3/s） 2.7 1.2 3.4 4.6 3.7 3.3 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
運転日数 7 16 28 7 0 0 0 10 0 3 0 19

平成１２年度 月導水量（万m3） 228.6 265.0 226.6 32.6 0.0 0.0 0.0 54.5 0.0 11.9 0.0 134.0
運転時間（h） 65.1 178.6 314.8 45.3 0.0 0.0 0.0 75.1 0.0 16.5 0.0 186.0
導水量（m3/s） 0.9 1.0 0.9 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.5
運転日数 4 1 22 7 8 21 10 1 0 9 3 0

平成１３年度 月導水量（万m3） 30.0 1.2 193.2 47.6 72.3 155.9 261.8 0.9 0.0 179.9 47.4 0.0
運転時間（h） 41.8 1.7 268.3 66.1 100.5 216.5 90.9 1.3 0.0 101.2 26.6 0.0
導水量（m3/s） 0.1 0.0 0.7 0.2 0.3 0.6 1.0 0.0 0.0 0.7 0.2 0.0
運転日数 0 0 0 17 0 1 0 1 1 1 0 18

平成１４年度 月導水量（万m3） 0.0 0.0 0.0 526.1 0.0 1.4 0.0 1.8 1.0 1.8 0.0 539.5
運転時間（h） 0.0 0.0 0.0 168.4 0.0 1.4 0.0 1.3 1.1 1.3 0.0 174.8
導水量（m3/s） 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0

※導水量（m3/s）：月導水量÷（その月の日数×２４時間×６０分×６０秒）
閏年

住道大橋の水質と導水量
測定日 4月14日 5月11日 6月1日 7月6日 8月3日 9月21日 10月5日 11月9日 12月7日 1月11日 2月1日 3月7日

平成１１年度 BOD mg/l 5.3 7.7 4.2 3.0 2.5 13.0 1.8 6.9 7.5 12.0 10.0 8.1
導水量 ㎥/s 5.4 0.0 5.4 5.4 0.0 1.9 10.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
測定日 4月18日 5月9日 6月6日 7月4日 8月2日 9月5日 10月11日 11月7日 12月5日 1月16日 2月6日 3月6日

平成１２年度 BOD mg/l 9.3 5.1 4.3 7.1 7.3 3.9 7.1 6.0 5.1 8.0 8.5 9.1
導水量 ㎥/s 0.0 0.0 1.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 1.1
測定日 4月10日 5月8日 6月12日 7月3日 8月7日 9月13日 10月23日 11月13日 12月4日 1月9日 2月6日 3月12日

平成１３年度 BOD mg/l 6.8 7.3 5.0 5.1 5.9 3.7 3.6 7.5 6.8 5.5 7.9 6.4
導水量 ㎥/s 0.0 0.0 1.1 1.1 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
測定日 4月9日 5月14日 6月4日 7月3日 8月6日 9月3日 10月16日 11月6日 12月3日 1月8日 2月4日 3月11日

平成１４年度 BOD mg/l 7.3 6.2 4.9 4.4 5.3 5.5 7.6 5.9 7.7 5.4 6.4 4.8
導水量 ㎥/s 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.2

※BOD測定値は大阪府HPより抜粋
※導水量（m3/s）：その日の総導水量÷（２４時間×６０分×６０秒）
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別紙－１１２０（１／２）

淀川三川合流点下流における上水の最大取水量 (m3/s） 大阪府上水の最大取水量 (m3/s）
11月 12月 1月 2月 3月 11月 12月 1月 2月 3月

H8年度 51.685 51.870 52.153 49.865 50.205 H8年度 19.633 20.780 21.312 19.470 19.595
H9年度 52.459 52.980 50.623 49.131 49.832 H9年度 19.869 20.146 19.456 19.033 19.478
H10年度 51.578 51.679 49.579 49.908 49.642 H10年度 19.849 20.141 19.331 19.990 19.227
H11年度 51.510 53.805 48.919 49.013 49.486 H11年度 19.700 22.052 18.767 18.920 19.452
H12年度 50.700 51.270 49.115 48.733 49.214 H12年度 19.950 19.980 18.937 18.821 19.211
H13年度 50.080 50.148 48.534 48.323 48.091 H13年度 19.576 20.056 18.924 18.841 18.769
H14年度 49.164 49.506 49.687 48.293 47.523 H14年度 19.789 20.096 19.758 18.909 18.536
H15年度 50.177 50.584 47.660 47.776 47.237 H15年度 19.720 19.667 18.724 19.110 18.659
H16年度 48.796 49.440 49.048 48.830 47.635 H16年度 19.204 19.634 18.603 18.732 18.925
H17年度 49.170 49.762 － － － H17年度 19.151 19.538 － － －

淀川三川合流点下流における工水の最大取水量 (m3/s） 大阪府工水の最大取水量 (m3/s）
11月 12月 1月 2月 3月 11月 12月 1月 2月 3月

H8年度 11.529 11.859 11.796 11.724 11.712 H8年度 5.599 5.813 5.719 5.554 5.625
H9年度 10.975 11.008 10.799 11.105 10.949 H9年度 5.473 5.535 5.469 5.509 5.122
H10年度 10.077 11.101 10.333 10.336 10.132 H10年度 5.632 5.595 5.388 5.381 5.375
H11年度 10.324 10.578 10.157 10.118 9.919 H11年度 5.433 5.458 5.308 5.307 5.233
H12年度 9.617 9.692 9.485 9.367 9.982 H12年度 5.251 5.279 5.208 5.206 5.196
H13年度 9.206 9.467 9.171 9.356 9.662 H13年度 5.057 5.323 5.025 5.053 5.209
H14年度 8.716 8.714 8.765 8.956 8.654 H14年度 4.765 4.760 4.664 4.733 4.762
H15年度 8.280 8.597 8.506 8.535 8.654 H15年度 4.578 4.748 4.626 4.608 4.711
H16年度 8.402 8.326 8.044 8.168 7.906 H16年度 4.614 4.637 4.419 4.375 4.227
H17年度 8.406 8.287 － － － H17年度 4.467 4.450 － － －

※平成17年度の１～３月は平成18年取水量が未整理のため、記載しておりません。
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別紙－１１２０（２／２）

大阪市上水の最大取水量 (m3/s） 阪神水道企業団上水の最大取水量 (m3/s）
11月 12月 1月 2月 3月 11月 12月 1月 2月 3月

H8年度 19.108 18.571 18.455 17.882 18.133 H8年度 9.355 9.115 8.971 8.867 9.090
H9年度 19.399 19.938 18.256 17.462 17.573 H9年度 9.515 9.361 9.363 9.211 9.392
H10年度 18.917 18.153 17.611 17.362 17.752 H10年度 9.609 9.862 9.216 9.084 9.289
H11年度 18.368 18.502 17.451 17.446 17.299 H11年度 9.606 9.729 9.448 9.405 9.441
H12年度 18.321 18.196 17.267 17.131 17.009 H12年度 9.052 9.720 9.594 9.427 9.676
H13年度 17.762 17.368 17.189 16.938 16.884 H13年度 9.172 9.208 9.008 9.230 9.110
H14年度 16.947 16.750 16.855 16.503 16.325 H14年度 9.221 9.369 9.741 9.338 9.162
H15年度 17.306 17.552 16.111 16.047 15.965 H15年度 9.494 9.675 9.336 9.002 8.959
H16年度 16.718 16.885 16.311 15.807 15.774 H16年度 9.205 9.505 10.858 10.819 9.476
H17年度 17.558 17.530 － － － H17年度 8.891 9.181 － － －

大阪市工水の最大取水量 (m3/s）
11月 12月 1月 2月 3月

H8年度 1.508 1.543 1.668 1.728 1.732
H9年度 1.473 1.509 1.511 1.516 1.630
H10年度 1.267 1.385 1.317 1.403 1.333
H11年度 1.379 1.419 1.396 1.346 1.340
H12年度 1.277 1.326 1.309 1.259 1.236
H13年度 1.242 1.247 1.256 1.287 1.243
H14年度 1.109 1.179 1.234 1.171 1.126
H15年度 1.108 1.169 1.204 1.174 1.125
H16年度 1.153 1.146 1.170 1.183 1.130
H17年度 1.201 1.204 － － －

※平成17年度の１～３月は平成18年取水量が未整理のため、記載しておりません。
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別紙－１１５２
国営新湖北農業水利事業の水利権
【H14年更新の変更前】

4/16
～5/5

5/6
～9/7

9/8
～12/15

12/16
～翌3/31

4/1
～4/15

8.515 8.589

11.440 11.434 2.490 3.200 2.490

2.420 2.420

【H14年更新の変更後】

3/27
～4/10

4/11
～4/30

5/1
～9/15

9/16
～12/15

12/16
～翌3/26

0.757 5.417 8.600

本取水 0.694 4.434 7.573

注水用取水（朝日頭首工への注
水量）

0.063 0.983 1.027

4.223 10.189 11.276 2.490 3.200

0.671 2.157 2.420

― 2.700 2.700

― 2.400 2.400

2.700 ―

2.700 ―

―   

―

17,950

0.430

211,180

30,170

年間総
取水量
（千㎥）

本取水口兼注水用取水口

0.430

―

年間総
取水量
（千㎥）区 分

期 間

期 間

区 分

208,570

0.470

本取水口
（高時川頭首工）

本取水口
（草野川頭首工）

注水用取水口 （余
呉湖補給揚水機）

内
訳

最大取水量（㎥/s）

注水用取水口 （余
呉湖第二補給揚水機）

最大取水量（㎥/s）

0.470

0.470本取水口兼注水用取水口

本取水口
（高時川頭首工）

本取水口
（草野川頭首工）

注水用取水口
（余呉湖補給揚水機）

注水用取水口
（余呉湖補給揚水機注水口）
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